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ふるまいを詳 しく調べた｡①カべの成長速度 机ま,¢2 の濃度を q感 じる "か,それ と
も¢2 の総量を 代感 じる "か? ⑨¢2 は cellの各場所でdecay するか,それ とも
カべの部分でのみ dビCay するか ? ③代謝系の反応の非線型性の効果, ④カべがで











1) 4のモデルですの dissipativestructureを調べるOこれは functional
nrderに関連 して重要である｡ 2)prignginビ学派のevnlutioncriterir)nを境界
が変化する場合にまで拡げる｡これにより一般論がもっと生物に接近できよう｡ 3)ゆ
らぎの効果 をとり入れる｡とにかく問題は盛 り沢山である｡
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